
Ⅳ

『

秋
山
さ
ん
の
作
肺
は
、
愛
ら
し
さ
の
中
に
内
向
的
な
深
さ
と
賎
の
強

さ
を
感
じ
さ
せ
る
。
そ
う
し
た
人
形
制
作
の
勁
機
は
一
体
何
な
の
だ
ろ

う
か
。
こ
の
映
川
は
、
人
形
の
制
作
匝
稗
を
肥
録
す
る
と
Ⅲ
時
に
、
秋

山
さ
ん
の
そ
う
し
た
制
作
の
秘
密
に
迫
ろ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

映
側
は
、
地
元
・
人
阪
の
河
内
長
野
巾
に
伝
わ
る
獅
子
舞
を
テ
ー
マ

と
し
た
、
秋
山
さ
ん
の
制
作
過
秘
を
中
心
に
腱
附
さ
れ
る
。
い
つ
も
は

乗
測
な
怪
し
い
秋
山
さ
ん
だ
が
、
獅
ｆ
朧
を
取
材
す
る
際
の
、
典
剣
な

鋭
い
眼
雄
し
が
印
象
的
だ
。
桐
の
木
で
人
形
の
首
（
か
し
ら
）
を
彫
り
、

ま
た
胴
や
手
足
も
柵
の
木
を
組
ん
で
人
ま
か
な
竹
糾
み
を
作
る
。
前
や

Ⅲ
、
手
足
の
細
部
に
へ
う
で
桐
蝿
を
付
け
て
肉
付
け
を
す
る
の
だ
が
、

兄
憎
な
ｒ
さ
ば
き
で
仕
ｔ
げ
て
い
く
過
偲
は
思
わ
ず
見
と
れ
て
し
ま
う
。

そ
の
後
、
何
度
も
胡
粉
を
雄
っ
た
り
、
和
紙
を
貼
っ
た
り
、
術
を
貼
っ
た
り
、

漆
を
雄
っ
た
り
と
、
複
雑
な
工
稗
を
経
て
光
成
に
至
る
。
こ
の
よ
う
な

制
作
過
粍
が
川
念
に
映
像
で
捉
え
ら
れ
て
わ
か
り
や
す
い
。
棚
の
采
ら

か
い
光
の
中
で
、
顔
を
描
く
時
の
様
子
な
ど
も
見
応
え
が
あ
る
。

秋
山
さ
ん
は
、
ｎ
然
の
風
物
や
人
と
の
州
会
い
に
よ
っ
て
、
心
に
感
じ

ら
れ
る
も
の
が
制
作
の
動
機
に
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
沖
繩
を
臘
題
に
し

た
人
形
は
、
秋
山
さ
ん
が
人
々
や
、
然
に
深
く
感
勤
し
て
制
作
し
た
こ

と
が
、
自
然
を
バ
ッ
ク
に
し
た
美
し
い
呵
血
に
よ
っ
て
よ
く
川
解
で
き
る
し
、

人
形
制
作
を
始
め
た
き
っ
か
け
な
ど
に
も
触
れ
ら
れ
て
い
て
磯
崗
な
内

容
で
あ
る
。

技
術
的
な
制
作
Ｋ
秘
も
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
秋
山
さ
ん
の
人
形
制
作
に

賭
け
る
怖
熱
、
深
い
思
い
な
ど
、
人
間
的
な
魅
〃
を
も
よ
く
伝
え
て
い

る
映
川
と
な
っ
た
。

「
人
形
作
家
秋
山
信
子

ｌ
心
や
す
ら
ぐ
人
形
を
ｌ
」
を

監
修
し
て
三
重
県
立
美
術
館
館
長

白
石
利
己

配給



◎秋山偏子の｢豊穣｣人形制作工程より ◇協力

束劇剛f近代庭術館［豐館

,ff徳これくしょん

松下据術苑真々l奄

ボーラ美術振興財IJI

河内臆野'li ll野地区獅f舞保存会

与川侭l民俗資料館池間 IYi
与ﾙMIKIIも俗農能伝喉保存会

大阪リーガロイヤルホテル
(柵剛創作人形教室の+\さん）

句完成した人形｢豊穣」①桐の木で作った骨組みに
桐塑で肉付けする
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2桐塑の上に何回も胡粉を塗る
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噂＜秋山信子略歴＞
●昭和3年

人阪尺服､予区に'こまれる

●昭和30年
1 1本［践会IEfXu人林蘇ﾉｼに師'II

●昭和35年

第71''11 1本伝統I芸峻初出IY1受徽

●昭和55年

大阪高島展にて初個展

●昭和57年

大阪府［豊功労知'jf炎彰

●平成2年
紫綬褒噸

●平成8年
喰要無形文化財保持齢認定

河|ﾉ1腫野'li腿炎彰

●平成9年

大阪高島膿にて鋪2IIII佃腱

●平成10年

熱Iﾉﾘ等‘涜越章
大阪IIj民衣彰

●現在
H本［農会参与､人阪工芸協会参り
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動紙や布で衣裳を付ける

人形｢八重干潮伝説」

◇製作スタッフ

製作村IIIIIﾐ災/II1本学ｲj

Wf'|\･脚本村III IIﾐ爽

撤影 IIMIII東リj

蠅影助乎ケ野聖抑

照Iﾘ1 本橘俊ﾘj

細集 IIilll栄r

ネガ糊集力ll納氷f

jX111 111崎宏

録評荒ﾉ|:揃保／アオイスタジオ

現像イマジカ

論り III1IW妙f

⑳朝の光の中で顔を描く

重要鍾形文化財指定。伝統のわざの心を伝える

◆木の生命よみがえる ◆十三代今右衛門
薄墨の美 36分

【英語版あり】
販売価格

16ミリ=215,000円

VHS=50,000円(ライブラリー価格）

25,000円(個人価格）

◆民芸陶器(縄文象嵌）
－川北良造の木工芸 33分

販売価格

16ミリ=210,000円

VHS=50,000円(ライブラリー価格）

25,000円(個人価格）

島岡達三のわざ 37分

【英語版あり】
販売価格

16ミリ=260,000円

VHS=55,000円

◆芭蕉布を織る女たち◆藤本能道の色絵磁器 ◆芹沢錐介の美の世界
釉描加彩 33分

【英語版あり】
販売価格

16ミリ=210,000円

VHS=55,000円(ライブラリー価格）

25,000円(個人価格）

35分

【英語版あり】
販売価格

16ミリ=210,000円

VHS=55,000円(ライブラリー価格）

25,000円(個人価格）

連帯の手わざ 30分

【英語版あり】
販売価格

16ミリ=180,000円

VHS=40,000円(ライブラリー価格）

25,000円(個人価格）

*表示価格は消費税別の価格です。

蕊桜映画社千里撫翻靜翻織尭]5蕊ケ谷ビﾙ4階◎製作


